
初心運転者講習事務取扱規程

（最終改正：令和７年６月23日 和歌山県警察本部訓令第22号）

初心運転者講習事務取扱規程を次のように定める。

初心運転者講習事務取扱規程

（趣旨）

第１条 この規程は、道路交通法（昭和35年法律第1 0 5号。以下「法」という。）第1 0 0

条の２第１項及び第1 0 8条の２第１項第10号の規定に基づく初心運転者講習（以下「講

習」という。）の実施について、必要な事項を定めるものとする。

（準拠）

第２条 講習の実施については、法、道路交通法施行令（昭和35年政令第2 7 0号。以下

「政令」という。）、道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号）、指定講習機関

に関する規則（平成２年国家公安委員会規則第１号。以下「規則」という。）等に定め

るもののほか、この規程の定めるところによる。

（用語の意義）

第３条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。

(１) 講習対象者 法第1 0 0条の２第１項に規定する準中型自動車免許（以下「準中型免

許」という。）、普通自動車免許（以下「普通免許」という。）、大型自動二輪車免

許（以下「大型二輪免許」という。）、普通自動二輪車免許（以下「普通二輪免許」

という。）又は原動機付自転車免許（以下「原付免許」という。）を受けた者で、免

許の種別ごとに、その取得後の１年の期間に道路交通法等に違反する行為をし、政令

で定める基準に該当することとなった者をいう。

(２) 運転習熟指導員 道路交通法第1 0 8条の４第１項第２号に規定する初心運転者講習

の指導員をいい、自動車等の運転に必要な技能及び知識に関する指導について高度の

能力を有する者として、規則に定める要件に適合した者をいう。

(３) 指定講習機関 初心運転者講習を行おうとする者が、運転習熟指導員を置き、か

つ、規則で定める基準に適合する者として和歌山県公安委員会（以下「公安委員会」

という。）が指定した者をいう。

（指定講習機関の指定に係る審査）

第４条 交通部運転免許課長（以下「運転免許課長」という。）は、指定講習機関として

指定を受けようとする者の申請を受理したときは、規則で定める基準に基づき審査を行

うものとする。

（運転習熟指導員の審査等）

第５条 運転免許課長は、講習の指導に当たる運転習熟指導員の審査等を次により行うも

のとする。

(１) 自動車安全運転センターが実施する新任運転習熟指導員研修の課程を修了した者に

対し、運転習熟指導に関する知識の習得について審査すること。

(２) 審査は、四輪(準中型免許及び普通免許）、二輪（大型自動二輪免許及び普通自動



二輪免許（原付免許を含む。））の別に実施すること。

(３) 審査の合格者に対して、運転習熟指導員審査合格証明書（別記様式第１号）を交付

すること。

(４) 運転習熟指導員の資質の向上を図るため、自動車安全運転センターが実施する現任

運転習熟指導員研修を、新任運転習熟指導員研修又は現任運転習熟指導員研修を修了

した日から３年を経過する日までの間に、受けること。

（講習の通知等）

第６条 運転免許課長は、講習対象者に対する講習実施の通知等については、次により行

うものとする。

(１) 講習対象者に対し、講習を行う理由、講習に係る免許の種類、講習の日時、場所等

を初心運転者講習通知書（総理府令別記様式第22の11）により通知すること。

この場合、講習対象者の住所等を考慮に入れ、講習の場所を指定すること。

(２) 講習対象者が、他の都道府県に住所移動していることが判明した場合は、その者

に対し速やかに住所変更の届出を行うよう指示するとともに、初心運転者講習移送通

知書（別記様式第２号。以下「移送通知書」という。）により移動先を管轄する公安

委員会へ通知すること。

また、講習通知が到達した後に、講習対象者が他の都道府県に住所移動した場合

で、講習対象者が新住所地の指定講習機関に受講申請を行おうとする場合には、住所

変更を行ってから受講申請を行うよう指定講習機関を通じて指導すること。

住所変更の届出を受けた場合は、速やかに旧住所地を管轄する公安委員会に通知を

行うこと。

(３) 他の都道府県公安委員会から移送通知書の送付を受けた場合は、当該移送通知書に

係る講習対象者に対し、第１号の規定に準じて通知又は指定すること。

２ 運転免許課長は、指定講習機関に対する講習実施の通知等については、次により行う

ものとする。

(１) 指定講習機関に対し、講習対象者の住所、氏名、その他講習の実施に必要な事項を

初心運転者講習受講予定者通知書（別記様式第３号）により通知すること。

(２) 講習対象者から講習場所等の変更申出を受け、新たに講習の場所等を指定した場合

は、変更後の当該指定講習機関に対し、前号の規定に準じて通知すること。

（講習の実施）

第７条 講習は、指定講習機関が実施するものとし、運転免許課長は、当該指定講習機関

に対し、次により講習を行わせるものとする。

(１) 講習の実施時間は、準中型免許、普通免許、大型二輪免許又は普通二輪免許に係る

講習については７時間、原付免許に係る講習については４時間とし、講習内容及び時

間割は、別表に定める初心運転者講習細目のとおりとする。

(２) 講習の実施方法等

ア 前号の初心運転者講習細目に基づく講習計画の作成

イ 教本、視聴覚教材等を用いた効果的な講習の実施

ウ 小人数のグループ別講習の実施

エ 講習終了者に対する初心運転者講習終了証明書（別記様式第４号）の交付



オ 初心運転者講習実施簿（別記様式第５号）の備付け及びその記録（講習実施日ご

と。）

カ 初心運転者講習結果報告書（別記様式第６号）による運転免許課長への結果報告

（指定講習機関等に対する指導、監督等）

第８条 運転免許課長は、講習業務の円滑な推進を図るため、次に掲げる事項を行うもの

とする。

(１) 講習内容、実施方法、教材等の調査・研究

(２) 指定講習機関の管理者及び運転習熟指導員の講習業務に関する指導・監督

(３) 指定講習機関、講習対象者その他講習関係者との連絡・調整

(４) 講習実施結果の総括・整理

(５) その他講習業務の運営に必要な事項

（講習実施結果の把握、登録）

第９条 運転免許課長は、指定講習機関の講習実施結果を集計し、講習を終了した者につ

いては、警察共通基盤システムへ速やかに初心運転者講習受講済登録を行うものとす

る。

（補則）

第10条 この規程に定めるもののほか、初心運転者講習の実施に関し必要な事項は、本部

長が別に定める。

別表

初心運転者講習細目

講 習 項 目 講 習 細 目 講習方法 講 習 時 間

準中型車 原 付 車

普 通 車

大型二輪車

普通二輪車

１ 安全運転意識の ⑴ 運転意識の改善の 講 義 15分 10分

向上 必要性

⑵ 運転適性検査 検査実施 20分 20分

面 談 25分 ―

２ 場内コースにお ⑴ 運転技能の補正 実 技 60分 50分

ける運転演習 ⑵ 危険予測・判断の

実地訓練

３ 路上における運 ⑴ 運転行動の観察 実 技 90分 30分

転演習 ⑵ 他の交通に対する ―

配慮

⑶ 路上運転について ゼ ミ 30分 10分

の話し合い

⑷ 原付特別訓練 実 技 （40分）

（所内コース)



４ 危険予測訓練 ⑴ 危険予測ディスカ ゼ ミ 90分 50分

ッション

⑵ 危険の予測・判断 講 義 30分 30分

能力の向上 （映画）

※ 運転シミュレ ⑶ 危険を予測した運 実 技 1 2 0分

ーターを使用す 転

る場合 ⑷ 危険予測ディスカ ゼ ミ

ッション

５ 新たな心構え ⑴ 効果測定 考 査 20分 20分

⑵ 新たな心構えの確 講 義 40分 20分

立

⑶ 総合講評

講 習 時 間 合 計 4 2 0分 2 4 0分

（７時間） （４時間）



別記様式第１号

習第 号

運転習熟指導員審査合格証明書

住 所

氏 名

年 月 日生

上記の者は、指定講習機関に関する規則第７条第５号に掲げ

る公安委員会が行う に係る運転習熟指導員について

の技能及び知識に関する審査に合格した者であることを証する。

年 月 日

和歌山県公安委員会 印

備考 本文中の空字部分には、講習の種類別（四輪又は二輪）を記入するも

のとする。



別記様式第２号

初 心 運 転 者 講 習 移 送 通 知 書

年 月 日

公 安 委 員 会 殿

和歌山県公安委員会

下記の者について初心運転者講習移送通知書を送付する。

住 所

氏 名

生 年 月 日

免許証の番号 第 号 年 月 日 公安委員会交付

免許情報記録の
番 号

免 許 の 種 類

講習をしよう

とする理由

備 考

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。



別記様式第３号

初 心 運 転 者 講 習 受 講 予 定 者 通 知 書

年 月 日

指 定 講 習 機 関 名

管 理 者 殿

和歌山県公安委員会

下記の者に対して、道路交通法第１０８条の２第１項１０号に掲げる講習を

実施するよう通知する。

番 氏 名 性 免許 免許証番号 講習指定
住 所

号 生年月日 別 種別 免許情報記録番号 年 月 日

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。



別記様式第４号

第 号

初 心 運 転 者 講 習 終 了 証 明 書

住 所

氏 名

年 月 日生

免許の種類

上記の者は、 年 月 日道路交通法第1 0 8条の２第１項

第10号に掲げる講習を終了したものであることを証明する。

年 月 日

指 定 講 習 機 関 名

管 理 者 印



別記様式第５号

初 心 運 転 者 講 習 実 施 簿

年 月 日 曜日 天候（ ）

氏 名

運 転 習 熟 指 導 員

終了証 氏 名 性 本 籍 免許証番号 講習

明書番 の

号 生 年 月 日 別 住 所 免許情報記録番号 車種

受講者



別記様式第６号

初 心 運 転 者 講 習 結 果 報 告 書

年 月 日

和歌山県公安委員会 殿

指 定 講 習 機 関 名

管 理 者

下記の者に対して、道路交通法第１０８条の２第１項第１０号に掲げる講習を

年 月 日に終了したので報告する。

番 氏 名 性 免許の 免許証番号 講 習 指 効 果 測
住 所

号 生年月日 別 種 類 免許 情 報 記 録 番 号 導 員 名 定 結 果

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。




